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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イセエビ科、セミエビ科に属するエビ類の幼生をクラゲに向かって誘導して寄生させ、
クラゲに付着した状態で前記幼生を育成する、エビ類幼生の人工飼育方法。
【請求項２】
　一定期間経過する毎に、前記エビ類幼生が付着したクラゲを、前記幼生の成長段階に応
じて適切な大きさを持ち、且つ、活力のある新たなクラゲに交換する、請求項１に記載し
たエビ類幼生の人工飼育方法。
【請求項３】
　白色光を照射して前記エビ類幼生をクラゲに向かって誘導する、請求項１に記載したエ
ビ類幼生の人工飼育方法。
【請求項４】
　前記エビ類の幼生がフィロゾーマ幼生である、請求項１に記載したエビ類幼生の人工飼
育方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、イセエビ科、セミエビ科に属するエビ類幼生の人工飼育方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　エビ類は、卵から孵化した後は、幼生として一定期間を送る。
　例えば、イセエビ類は、フィロゾーマ幼生として約１年間を過ごし、その後プエルスス
・ニスト幼生に変態して、さらに稚エビへと変態する。
　ところで、エビ類は比較的高価であり、需要も多く、重要な水産資源であるため、大量
の種苗を安定して生産する技術に対するニーズは高い。
　しかし、フィロゾーマ幼生を人工的に育成飼育することは困難であり、現在、水産試験
研究分野において、小規模の水槽で数個体単位での飼育が行われているにすぎない。
【０００３】
　フィロゾーマ幼生の人工飼育が困難である原因としては、（ア）適当な餌料が少ないこ
と、（イ）幼生が沈降しやすく、水槽底の糞や残餌に起因する微生物汚染を受けやすいこ
と、（ウ）特異な形態であるため、個体干渉による欠損を受けやすいことがあげられる。
　従来、イセエビ類のフィロゾーマ幼生に、第１期にはアルテミアノープリウスを与え、
第２期以降にはアルテミアノープリウスとイガイの肉片、特にムラサキイガイの生殖腺を
与えるイセエビ類幼生の飼育方法が知られている（特許第２５２５６０９号公報、及び、
松田浩一，「イセエビ属幼生の生理生態に基づく飼育技術開発」，日本水産学会誌，社団
法人日本水産学会，平成１８年，第７２巻，第５号，ｐ．８２７～８３０参照）。
　しかし、新鮮なムラサキイガイの生殖腺を大量、且つ、定期的に確保するのは難しく、
大量の幼生を人工飼育する場合に、この方法を採用するのは現実的でない。
【０００４】
　また、幼生が沈降するのを防ぐために、甲殻類の幼生を緩速回転する水槽内で飼育する
方法が公知である（特開２００２－２６２７０２号公報、及び、特許第３９５５９４７号
公報参照）。
　しかし、これらの方法には、複雑で高価な装置が必要なので、飼育コストが高くつくと
いう欠点がある。
　さらに、個体どうしが干渉しあうことの無いように、個体間の距離を一定以上に保つ技
術はいまだ開発されてない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、エビ類幼生に適した餌料を与えることができ、幼生が水槽底に沈降す
るのを防ぎ、個体間の干渉による損傷を防止して、幼生を簡単に高密度で飼育できるエビ
類幼生の人工飼育方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　自然界では、イセエビ科、セミエビ科に属するエビ類のフィロゾーマ幼生がクラゲ類の
傘の上に、通常は１対１で乗った状態で発見されることがあり、フィロゾーマ幼生がクラ
ゲに寄生していることが見られる。
　また、２００５年度日本水産学会大会講演要旨集（２００５年４月１日、独立行政法人
　水産総合研究センター　中央水産研究所発行）により、イセエビのフィロゾーマ幼生の
消化器官内容物にクラゲが含まれていることが報告されている。
　これらのことから、フィロゾーマ幼生とクラゲ類との間には、捕食－被食関係を含む共
生関係が存在すると考えられる。
【０００７】
　本出願人は、このことに着目し、エビ類幼生を高密度で人工飼育する方法を見出した。
　本発明のエビ類幼生の人工飼育方法は、イセエビ科、セミエビ科に属するエビ類の幼生
をクラゲに向かって誘導して寄生させ、クラゲに付着した状態で前記幼生を育成する。
　一定期間経過する毎に、前記エビ類幼生が付着したクラゲを、前期幼生の成長段階に応
じて適切な大きさを持ち、且つ、活力のある新たなクラゲに交換すると良い。
　白色光を照射して前記エビ類幼生をクラゲに向かって誘導すると良い。
　前記エビ類の幼生がフィロゾーマ幼生であっても良い。
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【０００８】
　
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、宿主であるクラゲは浮遊性であり、個々のクラゲは干渉しあわないよ
う一定の距離をおいて浮遊するので、クラゲに寄生した幼生は、クラゲを餌としながら、
飼育槽の底に沈降することなく、個体同士が一定の距離を保ったままクラゲと共に浮遊し
、このため、幼生に給餌する必要も無く、幼生が微生物に感染したり、個体同士が接触し
て損傷するのを防止でき、高い生存率で大量のエビ類幼生を人工飼育することが可能とな
る。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】共生化したフィロゾーマ幼生及びミズクラゲを上方から見た図である。
【図２】共生化したフィロゾーマ幼生及びミズクラゲを斜め上方から見た図である。
【図３】本発明の実施例に係る飼育装置の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　（実験例）
　伊豆大瀬崎沿岸で、ミズクラゲに寄生しているフィロゾーマ幼生を採取した。図１及び
図２に示すように、フィロゾーマ幼生は、付属肢先端を突き刺すようにしてミズクラゲの
傘にしがみついていた。
　採取したフィロゾーマ幼生及びミズクラゲを、内径３０ｃｍ、高さ８０ｃｍの円筒形の
透明アクリル製共生飼育槽内に入れた。共生飼育槽は、塩分３４．５の濾過海水で満たし
、水温を２０℃に保った。
【００１２】
　天然水域でフィロゾーマ幼生とともに採取されたミズクラゲは、活性を保ちつつも徐々
に劣化していった。そこで、劣化したミズクラゲから新鮮なミズクラゲに乗り換えさせる
ことを試みた。
　メタルハライドコールドライトから光ファイバーで白色光を導き、共生飼育槽の上面か
ら下向きに光束を透過させたところ、クラゲに乗ったフィロゾーマ幼生はクラゲを掴んだ
まま照射源に向って緩速上昇した。
　フィロゾーマ幼生が水面付近に達した頃、新しいミズクラゲをクラゲ培養槽から共生飼
育槽の上層に静かに転送したところ、フィロゾーマ幼生は、劣化したミズクラゲから自発
的に離脱し、新鮮なミズクラゲに乗り換えた。
　フィロゾーマ幼生に捨てられた劣化したミズクラゲは、共生飼育槽中を次第に沈降し底
面に達したので、サイホンによって除去した。
【００１３】
　ミズクラゲは、東京湾から新鮮な個体を常時採取し、クラゲ飼育槽に新鮮な個体を随時
備蓄した。そして、フィロゾーマ幼生を３日～７日毎に新鮮なミズクラゲに乗り換えさせ
た。
　この結果、ミズクラゲに共生したフィロゾーマ幼生は、ミズクラゲだけをついばみ摂食
しながら、３週間後に脱皮変態し、いわゆるガラスエビ（ニスト幼生）として着底した。
　また、このフィロゾーマ幼生は、オオバウチワエビ（Ｉｂａｃｕｓ　ｎｏｖｅｍｄｅｎ
ｔａｔｕｓ）と同定された。
【００１４】
　なお、産業的に大量のフィロゾーマ幼生及びクラゲを飼育する場合には、まず、孵化直
後のフィロゾーマ幼生を、海水が緩速対流するクラゲ培養槽に静かに挿入し、フィロゾー
マ幼生がクラゲに搭乗するのを待つ。この作業では、クラゲの個体数と同程度の数の幼生
を挿入する。
　フィロゾーマ幼生に搭乗されたクラゲの劣化、或いは、幼生の脱皮成長に伴って、幼生
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を、その成長段階に応じた適切な大きさを持ち、且つ、活力のある新たなクラゲを乗り換
えさせる必要があるので、共生化したフィロゾーマ幼生及びクラゲの飼育には、図３に示
すような飼育装置を用いる。
【００１５】
　この飼育装置は、共生飼育槽１と、これに並列して設置したクラゲ飼育槽２とを備える
。共生飼育槽１及びクラゲ飼育槽２の上層部は、内径８０ｍｍ程度の第１パイプ３と第２
パイプ４とで連結してある。また、第１パイプ３には開閉バルブ７を設け、第２パイプ４
にはポンプ８を設けてある。
　さらに、共生飼育槽１の上部において第１パイプ３との接続部分の近傍へ、メタルハラ
イドコールドライト５等の光源から光ファイバー６で白色光を導き、水面から下に向けて
光束を照射できるようになっている。
【００１６】
　クラゲに搭乗したフィロゾーマ幼生を共生飼育槽１に入れ、これよりやや大きいクラゲ
をクラゲ飼育槽２に入れておく。
　次いで、開閉バルブ７を閉じた状態でポンプ８を運転し、共生飼育槽１の海水を第２パ
イプ４を通してクラゲ飼育槽２へ送り、共生飼育槽１の水位をクラゲ飼育槽２の水位より
も下げる。
　ここで第１パイプ３の開閉バルブ７を開けると、クラゲ飼育槽２から共生飼育槽１へ、
第１パイプ３を通して海水と共に新鮮なクラゲを１個体ずつ送ることができる。
【００１７】
　この時、光ファイバー６により共生飼育槽１へ白色光を照射すると、フィロゾーマ幼生
は正の走光性を有するので、照射される白色光に誘導されて、フィロゾーマ幼生が第１パ
イプ３からの海水流入口へ接近する。
　これにより、フィロゾーマ幼生が劣化したクラゲから新鮮なクラゲへ乗り換えるのを促
進することができる。
　幼生に寄生され劣化した古いクラゲは共生飼育槽１の底面に沈降してしまうので、サイ
ホンにより吸い取って、共生飼育槽１から除去する。
【００１８】
　イセエビの場合、フィロゾーマ孵化幼生の大きさは１．５ｍｍ程度であり、３０ｍｍ前
後まで成長する。ミズクラゲの傘径は５～５０ｍｍ程度である。ミズクラゲは、通常、海
水１リットル当たり５０個体（傘径５ｍｍ）～５個体（傘径５０ｍｍ）の密度で飼育でき
るので、フィロゾーマ幼生も海水１リットル当たり５～５０個体の高密度で飼育できるこ
とになる。
　また、フィロゾーマ幼生は、エビ類の種類によって多少の差があるが、少なくとも１ヶ
月に１回程度は新しいクラゲに乗り換えさせる必要がある。
【００１９】
　なお、クモガニ科、イチョウガニ科に属するカニ類の幼生も、クラゲと共生関係にある
ので、エビ類幼生と同じ飼育装置を用い、同様な飼育方法によって人工飼育できると考え
られる。
　また、クラゲに給餌することにより、クラゲの活力を維持しながら飼育することもでき
る。
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